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    連携が生み出す安心・安全のくらし


    平成26年度　地域福祉推進セミナー ＝社協・民協合同研修＝


    地域の絆づくりの充実にむけて　― 社協と民生児童委員との連携 ―


    ６月30日（月）にみやこめっせ（京都市勧業館）にて、地域福祉推進セミナーを開催しました。今年は初めて民生児童委員連盟との共催で、「連携」をテーマに合同研修を実施しました。社協、民協、関係団体、行政関係者あわせて約500人の方にご参加いただきました。
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    来賓あいさつ


    


    ■京都市長門川 大作 様
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    　日常生活での支援を要する方が増えている中、実際に日々の支援や援助での実践を重ねておられることに頭が下がる思いです。社協、民生委員との連携を中心に、地域の支援団体や機関、私ども行政機関がひとつになって、地域福祉に取り組んでまいりたいと思います。


    


    主催者あいさつ


    ■京都市社会福祉協議会 会長　村井 信夫
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    　社協と民協が車の両輪として京都の地域福祉を推進する歴史的な一歩を踏み出せたことは、感慨深い気持ちです。


    


    ■京都市民生児童委員連盟 会長　山下 治雄
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    　社協と民協が一堂に会する貴重な機会。実践報告を参考に、一層連携を深められるよう願います。


    


    セミナー概要


    　孤立や貧困が深刻化している中、地域が抱える諸課題を解決するためには、関係各所のネットワーク、特に、社協と民生児童委員との連携が不可欠です。セミナーでは、主体的に地域連携を実践している３つの事例報告をもとに、互いの特性を活かした連携について考えました。


    


    子育て支援活動


    子育てサロンにおける民生児童委員との連携


    山田 榮一 氏（吉田社会福祉協議会 会長）
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    　左京区・吉田社会福祉協議会では、平成17年から「すくすくサロン」をスタートし、子育て支援活動を行っています。これは、社協が行った住民アンケート調査の結果、子育て相談ができる場がないといった若い世代の悩みが浮き彫りになったことから、社協・民協での話し合いを経て、活動が始まりました。


    　主任児童委員は企画と当日の進行、社協ボランティアは子どもの対応や声掛け、おもちゃ整理などの運営サポートを担当。


    　平成25年７月から始まった井戸端会議も好評で、ゲーム形式で子育ての悩みや愚痴をおしゃべりしています。


    　チラシに「○○ちゃんへ」と書いて毎回届けるなど、きめ細やかなフォロー体制が人気の秘訣。「地域の“ちょっとおせっかい”の力が有効だと思う」と報告されました。


    居場所づくり活動


    健康すこやか学級・居場所等　社協活動との連携


    田村 充子 氏（春日野学区民生児童委員協議会 副会長）
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    　伏見区・春日野学区の民生委員や老人福祉員は福祉活動に携わる団体の一員として、学区社協活動のなかでも重要な役割を果たしているのが特徴。そうした連携のもと、「健康すこやか学級」「食育料理教室」など社協活動に取り組んでいます。


    　さらに、地域住民が自由に集える居場所として、平成23年に「茶房やどり木」を開店。ある時、利用者同士の「最近、あの人来てないね」という会話を耳にしたスタッフからの報告で、担当地域の民生委員が自宅を訪問。体調が優れず閉じこもっておられたため、一緒に病院へ行き、入院に至った、ということもありました。孤立を防ぐために社協が進めている居場所づくりが、社協と民生委員との連携により、参加している個人への見守り支援にもつながっていく、という実践報告でした。


    生活福祉資金貸付事業


    生活福祉資金貸付事業における社協と民協の連携


    中村 亮太（山科区社会福祉協議会 　セーフティネット担当職員）
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    　低所得者などを対象に進学・入院費用など、特別な出費に対して貸し付ける生活福祉資金貸付事業。昭和30年に民生委員の提唱から生まれ、現在は社協の事業として民生委員さんの協力を得て実施しています。


    　近年の経済状況により、償還（返済）が滞ることも少なくありませんでした。そこで、日常的に民生委員さんとの情報共有・交換を強化したところ、民生委員さんからの連絡や相談、同時に借受人からの相談が増え、償還率も向上。月々の償還額変更や、一時的な償還猶予の手続きなど、きめ細やかな対応ができるようになりました。


    　借受人が抱える生活課題やニーズを把握して対応していくには、民生委員さんの日頃の活動での気づき、声かけなどの協力が重要であることが明確になりました。中村さんは「一層、民生委員さんとの連携を深め、生活支援の取り組みも進めていきたい」と話しました。


    まとめ


    実態・行動・思いを共有・循環させることが発展の肝


    コーディネーター 志藤 修史 氏（大谷大学文学部社会学科 教授）
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    　志藤教授はそれぞれの報告を通じて、地域の暮らしの課題をみんなで明らかにする「実態の共有」、その問題解決にともに取り組む「共有の行動化」、そして「思いの共有」の、“3つの共有”を循環させることが、地域発展には重要であると分析。改めて各学区で「連携」を進め、より一層事業の充実につなげていただきたいと呼びかけました。

  


  
    新規・重点事業をご紹介します


    変化に対応し、さらなる福祉の前進へ


    社会状況の変化にともない日々起こる福祉課題に対応するため、市社協では今年度も様々な新規・重点事業に取り組んでいきます。その一部をご紹介します。


    ●問合せ先　生活支援部　☎354―8732


    


    先駆的な生活支援の取組


    「地域あんしん支援員設置事業」を実施


    [image: P11.jpg]　今日の貧困や孤立といった問題が深刻化する中、市社協は、京都市から「地域あんしん支援員設置事業」を新規に受託しました。


    　この事業では、既存の制度や地域だけでは対応が難しい制度の狭間等の問題や、福祉サービスの支援を拒否されるなどの問題を抱えている方に対して寄り添い、行政等の関係機関からなる「支援会議」で決定された支援方法に基づいて、関係機関と連携・協働し、適切な支援に結びつける職員を配置して対応します。


    　本年度は、地域あんしん支援員を、中京区社協、下京区社協、伏見区社協醍醐分室に各１名配置しました。


    　今後は、皆様の期待に応えられるよう着実に実績を積み重ね、本事業を推進していきます。


    


    生活保護受給者の自立を支援


    チャレンジ就労体験事業
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    　市社協が、就労や社会生活に困難・課題を持つ生活保護受給者に、就労体験の場を提供して自立を支援する「チャレンジ就労体験事業」は、今年度対象者を120名に倍増させ、支援内容もより対象者のニーズにかなうよう充実を図って取り組んでいます。


    　支援体験先は、社協内69カ所に加え35カ所の事業所からもご協力をいただいています（７月７日現在）。その多くは社会福祉法人の施設ですが、今後は様々な特色ある事業所にもご協力をお願いし、体験先を増やしてまいります。


    社協の総合力で20年間仕事に就かなかった男性を支援


    　本会のデイサービスセンターで洗濯物干し・たたみなどを体験中の40代男性は、喘息の悪化で退職して以来20年間仕事をせず、人ともほとんど交流しない毎日でした。喘息や人との関わりに不安でいっぱいの体験開始でしたが、「職員が傍らで見守ってくれて安心」と徐々に積極的になり、体験３か月目の今ではボランティアの人と協力しながら「心地よく作業している」と語るなど、見違える変化を見せています。体験中に相談を受けてきた区社協担当者は「何らかの生きづらさも感じられたので、無理をしないようにと助言してきた。活動を続けたい、と意欲も出てきたのでここを大事にしたい」と語っています。


    ご協力いただいた体験先できめ細かな支援


    　特別養護老人ホームで配膳や清掃を体験中の30代女性は、小学生の子と２人世帯。人とのコミュニケーションが苦手で自分の意思をしっかり言えないため、パートに就いてもすぐやめることが続きました。手が震えるほど緊張しての体験開始でしたが、体験先は「几帳面で手を抜かない」長所をしっかり評価しました。体験３か月目に、子どもの病気で休みが重なり、「迷惑になる」と不安になりましたが、体験先担当者から「迷惑と思うなら受け入れないし、すごく助かっている。家事をする主婦の視点から施設に意見もしてほしい」と助言を受け、修了に向けて体験を続けています。


    

  


  
    「ひと・まち交流館 京都」に社会福祉研修・介護実習普及センターを開設しました！


    　これまで洛西ふれあいの里保養研修センターで行ってきた社会福祉研修事業及び介護実習普及センター事業は４月よりひと・まち交流館 京都へ移転し、新たに「社会福祉研修・介護実習普及センター」として事業を行っています。


    　更に、長寿すこやかセンターの「認知症介護実践研修」を一体的に行うなど、研修機能の整備・充実を図っています。


    ○社会福祉研修事業（問合せ先　☎354－8771）


    　26年度より福祉職員を対象としたキャリアパス研修を本格実施します。福祉・介護職員が自らのキャリアアップの道筋を描き、それぞれのキャリア段階に応じて求められる能力を段階的・体系的に習得することを支援します。


    　また、研修情報を収集・発信し、人材育成を支援する「京・福祉の研修情報ネット」の運営も行っています。


    ○介護実習普及センター事業（問合せ先　☎354－8772）


    　福祉用具展示コーナーでは約500点の福祉用具を常時展示しており、相談員によるアドバイスや相談を受けることができます。


    　また、市民の方を対象に、介護の知識や福祉用具を活用した介護技術に関する講座や、介護・福祉・医療職員を対象にした腰痛予防や福祉用具を活用した安心安全で質の高い介護サービスの提供を図るための研修を企画実施しています。


    ○認知症介護実践研修（問合せ先　☎354－8822）


    　京都市との連携を強化し、実践的研修を実施して施設等における認知症介護技術を向上させ、介護サービスの充実を図っていきます。
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    ▲ 個々の福祉用具を見て触って比べていただけます。
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    ▲介護講座では実際に福祉用具を使って学びます。

  


  
    おれんじサロンひと・まちの開催と身近な地域への広がり


    若年性認知症・初期認知症の方の居場所づくり


    　平成25年度、京都市社会福祉協議会は、若年性認知症支援プロジェクトを立ち上げ、若年性認知症等のご本人交流会として、「おれんじサロンひと・まち」を開設。京都市長寿すこやかセンターが運営しました。このサロンは若年性認知症・初期認知症の方々を対象としたもので、第３水曜日14時から毎月開催し、市・区社協の多くの職員も支援者として関わりました。


    　26年度は、身近な地域において区社協と社協運営施設が連携し、社協の持つネットワークを活かした若年性認知症等カフェ・サロン活動が進められています。各区における活動にあたり、市域における認知症の専門機関である長寿すこやかセンターが、開設に向けた講師派遣や担当者のスキルアップのための支援を行っています。


    頼もしい市民ボランティア支援者


    　長寿すこやかセンターでは、認知症サポーター養成の一環として、ボランティア活動に意欲的な方を対象に、支援者としての活動に役立つ講座を開催しています。修了者は、「おれんじサロンひと・まち」をはじめ、いろいろなところで活動されています。また、すこやか体操インストラクターの方々にも、体操、ストレッチ、脳トレ等で活動を支えていただいています。いずれも専門職顔負けの活動をしておられ、欠くことのできない重要な支援者です。今後、認知症になっても安心して住み慣れた地域で暮らすことができるまちづくりの重要な担い手としてご活躍いただけると考えています。
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    平成25年度決算報告
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    平成26年度事業計画


    [image: P16.jpg]


    地域、関係機関・団体、施設等これまでのネットワークを強化し、地域の絆づくりや生活困窮者への取組を更に進めます。また、職員が主体となり、当事者や関係者に寄り添う個別支援に一層取り組みます。


    １　基盤の強化


    ○「報告」「連絡」「相談」の徹底による円滑な組織運営


    ○社会福祉法人新会計基準への移行と、効果的・効率的な業務執行


    ○人事考課制度の本格的な運用と職種間の人事交流や資格取得支援など将来を見据えた人材の育成


    ２　事業の展開


    ○「京都市における社協行動指針」の見直し


    　　地域福祉・社会福祉協議会をめぐる制度施策の動向を見据えて、個別支援生活支援の取組強化、生活支援専門員のモデル配置の実現等本会の取組は大きく動いています。それにあわせ､平成23年８月策定の「京都市における社協行動指針」の見直しを行い、今後の京都市の社協の方向性を指し示します。


    ○生活支援の充実・強化


    　◦地域あんしん支援員設置事業の実施


    　◦住宅支援給付事業、チャレンジ就労体験事業など生活支援・個別支援の充実強化


    　◦社会的な孤立防止の基盤となる学区社協への支援の強化


    ○民生委員・児童委員との連携


    　◦京都市民生児童委員連盟との共同研修の実施


    　◦「地域における見守り活動促進事業」を活用した要援護者の見守りにおける連携強化

  


  
    福祉ボランティア社協フェスタご案内
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    日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）生活支援員（臨時職員）募集中!!


    　判断能力が不十分な方にとって、福祉サービスの情報を自分で集めたり、自分に合った福祉サービスを選択したりすることは容易なことではありません。また、生活に必要なお金の管理に困ったり、大切な通帳や印鑑の保管場所を忘れてしまうこともあります。


    　日常生活自立支援事業は、高齢の方や知的・精神に障害のある方などで、判断能力が十分でない方に対して、福祉サービスの利用や日常的な金銭管理についてお手伝いを行う事業です。


    　生活支援員はこの事業の担い手として、利用者の地域生活を支援する活動を行います。


    　現在、市社協では、生活支援員を市内全域において募集しています。関心をお持ちの方は、どうぞお気軽に下記までお問合せください。


    ●問合せ先　生活支援部　☎354－8734
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